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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-1 

様式－7 

要求事項との対比表（ＤＢ） 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

(安全避難通路等) 

第十三条 発電用原子炉施設

には，次に掲げる設備を施設し

なければならない。 

一 その位置を明確かつ恒久的

に表示することにより容易に

識別できる安全避難通路① 

二 照明用の電源が喪失した場

合においても機能を損なわな

い避難用の照明② 

発電用原子炉施設には,その

位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別で

きる安全避難通路及び照明用

の電源が喪失した場合におい

ても機能を損なわない避難用

照明として，蓄電池を内蔵した

非常灯及び誘導灯を設置し，安

全に避難できる設計とする。①

-1，②-1，②-2【13 条 1】 

― 以 下 余 白 ― 

発電用原子炉施設には,その

位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別で

きる安全避難通路並びに照明

用の電源が喪失した場合にお

いても機能を損なわない避難

用照明として，蓄電池を内蔵し

た非常灯及び誘導灯を設置し，

安全に避難できる設計とする。

①-1，②-1，②-2【13 条 1】

(3) その他の主要な構造

(ⅰ) 本発電用原子炉施設は，

(1)耐震構造，(2)耐津波構造に

加え，以下の基本的方針のもと

に安全設計を行う。 

ａ．設計基準対象施設 

(f) 安全避難通路等

発電用原子炉施設には，その

位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別で

きる安全避難通路①-1及び照

明用の電源が喪失した場合に

おいても機能を損なわない避

難用照明②-1を設ける。 

10.10 安全避難通路等 

10.10.1 概要 

照明用電源は，所内低圧系統

より，原子炉建物内，タービン

建物内，制御室建物内及び廃棄

物処理建物内の照明設備へ給

電する。◇5  

中央制御室及びその他必要

な場所の非常灯及び誘導灯は，

非常用低圧母線から給電する

とともに，照明用の電源が喪失

した場合に非常用ディーゼル

発電機又は内蔵蓄電池から給

電する。◇1 （②-1） 

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・差異なし。（追加要求事項で

はあるが，従前から実施してい

る設計により適合しているた

め。） 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

原子炉冷却系統施設（共通） 

6.3 安全避難通路等 

②-2引用元：P7

2

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

＿＿：前回提出時からの変更箇所 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-2 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

三 設計基準事故が発生した場

合に用いる照明（前号の避難用

の照明を除く。）及びその専用

の電源③ 

（解釈） 

１ 第３号に規定する「設計基

準事故が発生した場合に用い

る照明（前号の避難用の照明を

除く。）及びその専用の電源」

は，昼夜，場所を問わず，発電

用原子炉施設内で事故対策の

ための作業が生じた場合に，作

業が可能となる照明及び電源

を施設すること。なお，現場作

業の緊急性との関連において，

仮設照明（可搬型）の準備に時

間的余裕がある場合には，仮設

照明による対応を考慮しても

よい。③ 

― 以 下 余 白 ― 

設計基準事故が発生した場

合に用いる作業用照明として，

非常用照明，直流非常灯及び電

源内蔵型照明を設置する設計

とする。③-1【13 条 2】 

非常用照明は非常用低圧母

線，直流非常灯は非常用直流電

源設備に接続し，非常用ディー

ゼル発電機からも電力を供給

できる設計とするとともに，電

源内蔵型照明は非常用低圧母

線に接続し，内蔵蓄電池を備え

る設計とする。 

③-2【13 条3】

設計基準事故が発生した場合

に用いる作業用照明として，非

常用照明，直流非常灯及び電源

内蔵型照明を設置する。③-1 

非常用照明は非常用低圧母線，

直流非常灯は非常用直流電源

設備に接続し，非常用ディーゼ

ル発電機からも電力を供給で

きる設計とするとともに，電源

内蔵型照明は非常用低圧母線

に接続し，内蔵蓄電池を備える

設計とする。③-2 

また，作業場所までの移動等

に必要な照明として内蔵電池

を備える③-5可搬型照明を配

備する。 

― 以 下 余 白 ― 

設計基準事故が発生した場

合に用いる作業用照明として，

非常用照明，直流非常灯及び電

源内蔵型照明を設置する。 

◇1 （③-1） 

非常用照明は，非常用低圧母

線，直流非常灯は，非常用直流

電源設備に接続し，非常用ディ

ーゼル発電機からも電力を供

給できる設計とするとともに，

電源内蔵型照明は，非常用低圧

母線に接続し，内蔵蓄電池を備

える設計とする。◇1 （③-2） 

また，作業場所までの移動等

に必要な照明として内蔵電池

を備える可搬型照明を配備す

る。◇1 （③-5） 

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・追加要求事項による差異あ

り。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・追加要求事項による差異あ

り。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

原子炉冷却系統施設（共通） 

6.3 安全避難通路等 

原子炉冷却系統施設（共通） 

6.3 安全避難通路等 

3

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

＿＿：前回提出時からの変更箇所 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-3 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

直流非常灯及び電源内蔵型

照明は，全交流動力電源喪失時

から重大事故等に対処するた

めに必要な電力の供給が常設

代替交流電源設備から開始さ

れるまでの間，点灯可能な設計

とする。③-3【13 条 4】 

 設計基準事故が発生した場

合に用いる可搬型の作業用照

明として，懐中電灯，ヘッドラ

イト及び LED ライト（フロアタ

イプ）を配備する。③【13条 5】 

懐中電灯及びヘッドライト

は，全交流動力電源喪失時に非

常用電気室等までの移動に必

要な照明を確保できるよう内

蔵電池を備える設計とし，初動

操作に対応する運転員が常時

滞在している中央制御室に配

備する。 

③-4，③-5，③-6

【13 条 6】

10.10.2 設計方針 

安全避難通路には，その位置

を明確かつ恒久的に表示する

ことにより，容易に識別できる

ように避難用照明を設置する。

◇1（①-1）また，避難用照明は，

照明用の電源が喪失した場合

においても機能を損なうおそ

れがないようにする。◇1（②-1）

さらに，設計基準事故が発生し

た場合に用いる照明（避難用の

照明を除く。）及びその専用の

電源を設ける。◇1 （③-1） 

10.10.3 主要設備 

10.10.3.1 照明設備 

照明用電源は，ロードセン

タ，コントロールセンタ等の所

内低圧系統から原子炉建物内，

タービン建物内，制御室建物内

及び廃棄物処理建物内の照明

設備へ給電する。◇5  

中央制御室及びその他必要

な場所の非常灯及び誘導灯は，

非常用低圧母線から給電する

とともに，照明用の電源が喪失

した場合に非常用ディーゼル

発電機又は内蔵蓄電池から給

電する。◇1 （②-1） 

設計基準事故が発生した場

合に用いる照明として，避難用

の照明とは別に，非常用照明，

直流非常灯及び電源内蔵型照

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・追加要求事項による差異あ

り。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・追加要求事項による差異あ

り。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・追加要求事項による差異あ

り。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

原子炉冷却系統施設（共通） 

6.3 安全避難通路等 

③-3引用元：P9

原子炉冷却系統施設（共通） 

6.3 安全避難通路等 

③-4, ③ -5,③ -6 引用元：

P4,2,5 

4

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

＿＿：前回提出時からの変更箇所 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-4 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

LED ライト（フロアタイプ）

は，非常用ガス処理系配管補修

時，狭隘箇所の照度を確保でき

るよう内蔵電池を備える設計

とし，現場復旧要員が持参し，

作業開始前に準備可能なよう

に第２チェックポイントに配

備する。 

③-5，③-7【13 条 7】

懐中電灯及びヘッドライト

は，夜間の緊急時対策所用発電

機からの受電時，照度を確保で

きるよう内蔵電池を備える設

計とし，緊急時対策所用発電機

起動対応の要員が持参し，作業

開始前に準備可能なように免

震重要棟に配備する。 

③-5，③-8【13 条8】

― 以 下 余 白 ― 

明を設置する。◇1 （③-1） 

非常用照明は，外部電源喪失

時にも必要な照明を確保でき

るよう，非常用低圧母線に接続

し，非常用ディーゼル発電機か

らも電力を供給できる設計と

する。◇1 （③-2） 

直流非常灯は，全交流動力電

源喪失時から重大事故等に対

処するために必要な電力の供

給が常設代替交流電源設備か

ら開始されるまでの間，点灯可

能なように非常用直流電源設

備からの電力を供給できる設

計とする。◇2 （③-3）非常用直

流電源設備は非常用低圧母線

からの給電により充電状態で

待機する設計とする。◇5  

電源内蔵型照明は，全交流動

力電源喪失時から重大事故等

に対処するために必要な電力

の供給が常設代替交流電源設

備から開始されるまでの間，点

灯可能なように内蔵蓄電池か

らの電力を供給できる設計と

する。◇2 （③-3）電源内蔵型照

明の内蔵蓄電池は，非常用低圧

母線からの給電により充電状

態で待機する設計とする。◇5  

可搬型照明は，内蔵電池にて

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・追加要求事項による差異あ

り。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・追加要求事項による差異あ

り。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

― 以 下 余 白 ― 

原子炉冷却系統施設（共通） 

6.3 安全避難通路等 

③-5引用元：P2

③-7 引用元：P5

原子炉冷却系統施設（共通） 

6.3 安全避難通路等 

③-5引用元：P2

③-8 引用元：P5

― 以 下 余 白 ― 

5

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

＿＿：前回提出時からの変更箇所 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-5 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

点灯可能な設計とし，全交流動

力電源喪失時に③-4 非常用電

気室等までの移動，非常用ガス

処理系配管補修時及び屋外（緊

急時対策所北側）に配備する緊

急時対策所用発電機からの受

電時の操作に必要な照度を確

保できる設計とする。◇5  

可搬型照明は，以下のとおり

に配備する。 

(1) 中央制御室から非常用電

気室等に向かうまでに必要と

なる時間（事象発生から約 10

分）までに十分準備可能なよう

に初動操作に対応する運転員

が常時滞在している中央制御

室に配備する。◇4 ③-6

(2) 非常用ガス処理系配管補

修時，狭隘箇所の照度を確保す

るために，現場復旧要員が持参

し，作業開始前に準備可能なよ

うに第２チェックポイントに

配備する。◇4 ③-7

(3) 夜間の緊急時対策所用発

電機からの受電時，照度を確保

するために，緊急時対策所用発

電機起動対応の要員が持参し，

作業開始前に準備可能なよう

に免震重要棟に配備する。◇4 ③

-8 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-6 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

10.10.4 手順等 

安全避難通路等は，以下の内

容を含む手順を定め，適切な管

理を行う。 

(1) 非常用照明，直流非常灯

及び電源内蔵型照明は，外観検

査及び性能検査を行う。◇6  

(2) 可搬型照明は，必要時に

迅速に使用できるよう，必要数

及び保管場所を定める。◇3  

(3) 可搬型照明は，員数確認

及び点灯確認を行う。◇6  

1. 安全設計

1.1 安全設計の方針 

1.1.1 安全設計の基本方針 

1.1.1.11 安全避難通路等 

発電用原子炉施設には，非常

灯及び誘導灯を設置した安全

避難通路，避難用及び設計基準

事故が発生した場合に用いる

照明を設ける。◇1 （①-1,②-1,

③-1）

1. 安全設計

1.10 発電用原子炉設置変更

許可申請に係る安全設計の方

針 

1.10.1 発電用原子炉設置変

更許可申請（平成 25年 12 月 25

日申請）に係る実用発電用原子

炉及びその附属施設の位置、構
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＿＿：前回提出時からの変更箇所 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-7 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

造及び設備の基準に関する規

則への適合 

（安全避難通路等） 

第十一条（条文省略） 

適合のための設計方針 

一 について 

発電用原子炉施設の建物内

には数箇所避難階段を設置し，

それらに通じる避難通路を設

ける。また，避難通路には必要

に応じて，非常灯及び誘導灯を

設け，その位置を明確かつ恒久

的に表示することにより容易

に識別できる設計とする。◇1

（①-1） 

二 について 

非常灯及び誘導灯は，非常用

ディーゼル発電機又は灯具に

内蔵した蓄電池②-2 により，照

明用の電源が喪失した場合に

おいても機能を損なわない設

計とする。◇1 （②-1） 

三 について 

設計基準事故が発生した場

合に用いる作業用照明として，

避難用の照明とは別に，非常用

照明，直流非常灯及び電源内蔵

型照明を設置する。◇1 （③-1）

また，作業場所までの移動等に
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-8 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

必要な照明として内蔵電池を

備える可搬型照明を配備する。

◇1 （③-5） 

非常用照明は，発電用原子炉

の停止，停止後の冷却及び監視

等の操作が必要となる中央制

御室及び中央制御室で操作が

困難な場合に必要な操作を行

う中央制御室外原子炉停止盤

室等に設置する。◇4 また，外部

電源喪失時にも必要な照明が

確保できるよう，非常用低圧母

線に接続し，非常用ディーゼル

発電機からも電力を供給する

設計とする。◇1 （③-2） 

直流非常灯及び電源内蔵型

照明は，全交流動力電源喪失時

から重大事故等に対処するた

めに必要な電力の供給が常設

代替交流電源設備から開始さ

れる前までに必要な操作を実

施する中央制御室及び非常用

電気室等に設置する。◇4 直流非

常灯は，非常用直流電源設備に

接続し，非常用ディーゼル発電

機からも電力を供給する設計

とするほか，◇1 （③-2）全交流

動力電源喪失時から重大事故

等に対処するために必要な電

力の供給が常設代替交流電源

設備から開始されるまでの間，

点灯可能な設計とする。電源内
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茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 13 条 安全避難通路等】 

様式－7（13 条）-9 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

蔵型照明は，全交流動力電源喪

失時においても重大事故等に

対処するために必要な電力の

供給が常設代替交流電源設備

から開始されるまでの間，点灯

できるよう，内蔵蓄電池を備え

る設計とする。③-3 

作業用照明は，設計基準事故

が発生した場合に必要な操作

が行えるように非常灯と同等

以上の照度を有する設計とす

る。◇5  

可搬型照明は，内蔵電池にて

点灯可能な設計とし，全交流動

力電源喪失時に非常用電気室

までの移動，非常用ガス処理系

配管補修時及び屋外（緊急時対

策所北側）に配備する緊急時対

策所用発電機からの受電時の

操作に必要な照度を確保でき

る設計とする。◇5 可搬型照明

は，作業開始前に準備可能な場

所（中央制御室，第２チェック

ポイント，免震重要棟等）に配

備する。◇4  

― 以 下 余 白 ― 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第�13�条 安全避難通路等】 

様式－6 

様式－6（13条）-1 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

各条文の設計の考え方 

第13条（安全避難通路等） 

１．技術基準の条文，解釈への適合性に関する考え方 

№ 基本設計方針で記載する事項 適合性の考え方(理由) 項-号 解釈 説明資料等 

① 安全避難通路の施設 
技術基準規則の要求事項を受けている内

容を記載する。 
1項 1号 － a 

② 避難用照明の施設 
技術基準規則の要求事項を受けている内

容を記載する。 
1項 2号 － a,b 

③ 

設計基準事故が発生した場

合に用いる照明及びその電

源の施設 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を

受けている内容を記載する。 
1項 3号 1 b 

２．設置許可本文のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

－ － － － 

３.設置許可添八のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

◇1  設置許可本文との重複記載 設置許可本文にある同趣旨の記載を採用するため記載しない。 － 

◇2  設置許可添八内の重複記載 
設置許可添八内にある同趣旨の記載を採用するため記載しな

い。 
－ 

◇3  運用，手順 保安規定で対応するため記載しない。 － 

◇4  
照明の設置場所に関する記

載 

照明の設置場所に関する具体的な記載であることから記載しな

い。なお，非常用照明に関する説明書及び取付箇所を明示した図

面に記載する。 

b 

◇5  照度又は給電に関する記載 
照度又は給電に関する具体的な記載であることから記載しな

い。なお，非常用照明に関する説明書に記載する。 
b 

◇6  他条文に関する記載 
第15 条に対する設計方針であり，第15 条にて同趣旨の内容を

整理するため記載しない。 
－ 

４．詳細な検討が必要な事項 

№ 記載先 

a 安全避難通路に関する説明書及び安全避難通路を明示した図面 

b 非常用照明に関する説明書及び取付箇所を明示した図面 

※ 発電用原子炉の設置の許可との整合性に関する説明書 
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様式－6 

様式－6（13条）-2 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

※ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第�13�条 安全避難通路等】 



先行審査プラントの記載との比較表（原子炉冷却系統施設（共通項目）の基本設計方針） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

＿＿・・前回提出時からの変更箇所 

東海第二発電所（2018.10.12 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機（2020.9.25 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機  

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

6.3 安全避難通路等（第 13条） 

発電用原子炉施設には,その位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別できる安全避難通路並びに照明用

の電源が喪失した場合においても機能を損なわない避難用照

明として，蓄電池を内蔵した非常灯及び誘導灯を設置し，安

全に避難できる設計とする。【13 条1】 

設計基準事故が発生した場合に用いる作業用照明として，

非常用照明，直流非常灯及び電源内蔵型照明を設置する設計

とする。【13 条2】 

非常用照明は非常用低圧母線，直流非常灯は非常用直流電

源設備に接続し，非常用ディーゼル発電機からも電力を供給

できる設計とするとともに，電源内蔵型照明は非常用低圧母

線に接続し，内蔵蓄電池を備える設計とする。【13 条3】 

直流非常灯及び電源内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時

から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が常設代

替交流電源設備から開始されるまでの間，点灯可能な設計と

する。【13 条4】 

設計基準事故が発生した場合に用いる可搬型の作業用照明

として，懐中電灯，ヘッドライト及びLEDライト（フロアタイ

プ）を配備する。【13 条5】 

懐中電灯及びヘッドライトは，全交流動力電源喪失時に非

常用電気室等までの移動に必要な照明を確保できるよう内蔵

電池を備える設計とし，初動操作に対応する運転員が常時滞

在している中央制御室に配備する。【13 条6】 

LEDライト（フロアタイプ）は，非常用ガス処理系配管補修

時，狭隘箇所の照度を確保できるよう内蔵電池を備える設計

・設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機は単号機

申請 

・記載方針の相違

【東海第二】 

 島根２号機は蓄電池

を内蔵した非常灯及び

誘導灯を設置 

・設備構成の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機は非常用

低圧母線に接続 

・設備の相違

【東海第二】 

 島根２号機は作業用

照明として懐中電灯，ヘ

ッドライト及び LED ラ

イト（フロアタイプ）を

配備 

・設備の相違

【柏崎 7】 

島根２号機はヘッド

ライトの他にも懐中電

灯等の可搬型照明を配備 
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東海第二発電所（2018.10.12 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機（2020.9.25 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機  

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

とし，現場復旧要員が持参し，作業開始前に準備可能なよう

に第２チェックポイントに配備する。【13 条7】 

懐中電灯及びヘッドライトは，夜間の緊急時対策所用発電

機からの受電時，照度を確保できるよう内蔵電池を備える設

計とし，緊急時対策所用発電機起動対応の要員が持参し，作

業開始前に準備可能なように免震重要棟に配備する。【13 条

8】 
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